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第12章 評価書案審査意見書に記載された知事の意見 

本事業の評価書案における調査、予測及び評価は、おおむね「東京都環境影響評価技術指針」に従って

行われたものであると認められる。 

なお、環境影響評価書を作成するに当たっては、関係住民が一層理解しやすいものとなるよう努めると

ともに、次に指摘する事項について留意すべきである。 

 

 

【騒音・振動】 

１ 本事業は工事が長期間にわたる上、予測結果が勧告基準と同値又はわずかに下回る工種

があること、また、夜間にも工事が実施されることから、周辺住民に対して工事内容を十

分に説明するとともに、環境保全のための措置を徹底し、騒音・振動の影響を低減するよ

う努めること。 

 

２ 仮線区間の列車の走行に伴う鉄道振動について、予測結果が現況値を上回ることから、

環境保全のための措置を徹底し、鉄道振動の一層の低減に努めること。 

 

３ 工事の完了後の列車の走行に伴う鉄道騒音について、高さ方向の予測結果が一部現況値

を上回ることから、環境保全のための措置を徹底し、鉄道騒音の一層の低減に努めること。 

 

【廃棄物】 

 既存構造物の解体撤去及び建設工事に伴い、プラスチック、ガラス、ケーブル、建設混合

廃棄物等の発生も考えられるとしているが、その排出量等が示されていないことから、これ

らの廃棄物についても、排出量、再利用・再資源化率等を予測・評価すること。 
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